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あなたが手に取っているこの小冊子の名前は 『ピエリア』
です。この名の由来はわかるでしょうか。神々が住まうと古代ギリシア人が想像したオリュンポス山の北麓地域を指す名前で、ムーサ
（ミューズ）
たちの生誕地とも見なされ
ていました。読書冊子として文芸を司 女神たちに因んでいるわけです。そのほかキャンパスを見渡すと、何やらギリシア神話に由来するらしい 前が見られます。アゴラ・グローバルにあるカフェが「カスタリア」で、アポロンとやはりムーサたち 聖なる泉、その隣にはプロメテウス・ホールがあり…と、 たかも神域にいるような具合です。　
プロメテウスの神話はよく知られています。人類のため
に火を盗み出し与えたプロメテウスは 文明をもたらしてくれた恩人とも讃えられます。しか 、 プロメテウス自身はゼウスから苛酷な刑罰を受け、また、あ ゆる災厄を人間たち もたらす「パンドラの箱」の因ともなりまし
た。このような神話は後代の作家たちの関心を引き、たとえば、ゲーテやパーシー・シェリーがそれぞれの解釈によってプロメテウス像を詩に描き出しまし 。しかしながら「プロメテウスの火」が今のわたしたちに想起させるのは、東日本大震災にともなった深刻な原発事故で ょう。人間の文明のもたらす恩恵と災厄はいつもプロメテウスの名とともに語られてきまし　
そのプロメテウス神話を伝えたのはヘシオドスです。ギ
リシア神話はさまざま多くのお話
（ミュートス）
が絡み合っ
て繁茂する森のようで、それが魅力でもあります。ヘシオドスはこの混然とした神話の森に分け入って『神統記』と『仕事と日』という叙事詩を作り、まず、宇宙はカオスから始まったと説き始めています。このカオスは「混沌」とは少し意味が違いますが、詩人が向きあ た もまさに神話というカオスだったのでしょう。ヘシオドスは、その知
性によって神話の示す宇宙的な秩序を見出そうと ています。　
科学的・論理的思考が重視されるにつれて、神話という
カオスは、単なる荒唐無稽なお話として退けられるようになりました。しかし、今また神話の価値に目が向けられています。 「神話は 迷信的なも でも、克服すべき遅れた知でもない。それ 科学の知にも似た認知的な性格をもちながら、同時に表現的でもある。 知はすぐれて体系的であるとともにイメージ的 だ。このイメージ的格のために、多くの人々は こにある体系性を正当に理解することが きなかった」
（中村雄二郎『術語集―気になること
ば』 、岩波新書）
。世界はますます多量の情報に溢れ、知の営
みはま ます専門分化していく現代において、イメージとして世界を提示する総合的 知 して神話 見直され べきでしょう。　
以前に、ギリシア神話の授業で提出された多くのレポー
トに「聖闘士星矢」という名前 見られ、この漫画の存在を初めて知りま た。この作品によってギリシア神話 触れたという人も多いようですが、神話中の神々や英雄、怪物たちがそのままに、あるいは姿を変えて登場す アニメやコミック、ゲーム、映画など 数多くあり、ポピュラーカルチャーに神話は根づいて と言えます。名称やイメ
ージを断片的に借用しただけのものも多いとはいえ、人は今も神話世界の中に遊び、生きる経験をしているので 。ジョーゼフ・キャンベルの『千の顔を つ英雄』は、世界各地の英雄 分析し、それらが共通した構造をも ていることを明らかにし、その理由を考察した書物です 、若きジョー ・ル カスがこの本を目にして脚本作りの参考にし、そうして完成した映画「スター・ウォーズ」が大ヒット作となった いうエピソードが有名です。今も新しい神話が生み出され、人をとらえ続けているのです。
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